
１．DRM技術で実現出来る事

・ デジタル著作権管理（以降「DRM」）を使用して実現出来る事はコンテンツの保護（イメージ①）とライセンスの発行（イメージ②）となります。
その内容を以下に図説します。
イメージ中の太枠部分がDRMサーバーが提供する機能範囲となります。

《イメージ① ： コンテンツの保護》

コンテンツに対して、DRM保護をかけます。
Webサイトは、DRM保護済コンテンツを公開します。

《イメージ② ： ライセンスの発行》

ユーザー又は、Webサイトからのライセンス発行要求に対して、
DRM保護済コンテンツを再生する為のライセンスを生成し発行します。
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２つが揃ってコンテンツの再生が可能となります。
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ユーザー情報と共に、ライセ
ンス情報（再生回数/CDへの
書込み可否など）が含まれま
す。

DRM保護情報をコンテンツに
埋め込む事でプロテクトをか
けます。

※出力されるコンテンツの
ファイル形式は変更しませ
ん。

生成されたライセンスにはユーザー情報（クライ
アントPC情報）が含まれる為、別ユーザーPCで
の流用が出来ません。

※ライセンス要求を行ったクライアントPCでしか
有効になりません。

ライセンス情報は、各コン
テンツごとに管理し、ライ
センス管理ツールを使用
する事で、設定内容の変
更も常時可能となります。
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